
平成２６年度工事監査の実施計画  
 

平成２６年１１月２１日決定 
 

 

地方自治法第１９９条第１項及び第５項の規定により、平成２６年度監査計画に基づく

工事監査を次のとおり実施する。 

 

 

１ 監査の基本方針 

工事の計画、設計及び施工が法令等に準拠し、適正かつ効率的に執行されているかに

ついて監査する。 

 

２ 監査の対象 

平成２６～２７年度第四処理分区管渠築造工事 

 

３ 監査の実施期間 

  平成２６年１１月２１日（金）から平成２７年３月２４日（火）まで 

 

４ 本監査（実査）の実施日 

  平成２７年２月５日（木） 

 

５ 監査報告書の提出 

  平成２７年３月２７日（金） 

 

６ 監査の方法 

  監査にあたっては、工事の計画、設計及び施工等が適正に行われているかどうかにつ

いて、書面監査及び実地監査並びに関係者からの説明聴取により実施する。 

  なお、工事の技術面については、工事技術調査業務を委託して実施する。 

 

７ 監査の着眼点 

（１）計 画 

① 工事計画の内容は適正か。 

② 工事施工の決裁手続きは適正か。 

 

 



（２）契 約 

① 契約の方法及び内容は適正か。 

② 不適正業者の加入の有無。 

③ 不当な分割契約の有無並びに設計変更による契約変更及び追加契約は適正か。 

④ 予定価格、最低制限価格及び契約金額は適正か。 

⑤ 下請け業者の有無。 

（３）設 計 

① 設計計画及び事前調査は適正か。 

② 関係法令等の運用は適正か。 

③ 設計基準、資料等の整備状況及びその運用は適正か。 

④ 設計図書（仕様書、明細書、設計図面）は適正か。 

⑤ 設計見積は適正か。 

⑥ 設計変更及び追加工事の内容並びにその措置は適正か。 

（４）施 工 

① 施工計画及び工種ごとの工程表は適正か。 

② 関係法令等の運用は適正か。 

③ 日報、月報等の報告書及び施工記録は適正か。 

④ 各種検査、材料試験等の実施状況は適正か。 

⑤ 現場保安措置及び災害対策は適正か。 

⑥ 関連工事との連絡調整は適正か。 

⑦ 撤去発生材料等の処理は適正か。 

 


